	　テスト問題　問題用紙

	　科目：情報の科学　範囲：「情報の科学」第３章 p.67-88


１．情報社会の中のサービスについて，次の各問いに答えなさい。
（１）次の説明は，どのようなサービスや技術をあらわしているか，下の語群から選び，記号で答えなさい。（２点×４）
①お店のレジスタで会計をする際，どのような商品がいつ売れたか，どのような属性の人に売れたかを記録し，集約することで，日ごろの商品の発注数を決めたり，すばやく追加発注をかけたりできるしくみ。
②銀行に行かなくても，インターネットにつながったパソコンや携帯電話を使うことで，銀行口座の預金残高の確認や振込ができるシステム。

③人工衛星からの信号を受信することで，受信機が地球上のどこにあるかがわかるしくみ。
④個人がブログなどに，ネットショップの商品販売ページへのリンクをはり，そこから商品が売れた際に売り上げの一部が還元されるという広告手法。

	＜語群＞

ア：GPS　　イ：POSシステム　　ウ：アフィリエイト　　

エ：インターネットバンキング　　オ：クローラ


（２）電子商取引について以下の文章を読み，文章中の①～④に入る語句を答えなさい。（３点×４）
取引について，誰と誰が取引するのかに注目して分類する方法がある。B to C，C to C，B to Bなどと分類される。B to Cは，（ ① ）と個人との取引である。電子商取引では，（ ② ）がB to Cの代表としてよくあげられる。（②）は店舗を持たずに商品の売買ができる。そのため，店舗販売なら，とても在庫を置けないようなマイナーな商品でも，（②）の場合，膨大な種類の商品をそろえることで，大きな利益になる場合がある。この考え方を，（ ③ ）と呼んでいる。また，かつては個人と個人の取引であるC to Cを広く行うのは難しかったが，インターネットの普及により，（ ④ ）のようなC to Cを行うことが比較的容易になった。
（３）近年，クレジットカードや交通機関の乗車券，電子マネーなどで，磁気カードに代わってICカードが広く使われるようになってきた。磁気カードにはどのような問題があったか，説明しなさい。（10点）
２．情報機器や技術が社会にもたらす影響について，以下の文章を読み，①～④に入る適切な語句を答えなさい。（３点×４）
情報機器を利用することでさまざまなことが便利になるが，それにともなって悪影響を及ぼすこともある。たとえば，コンピュータやインターネットを使いすぎて，ほかの日常生活に影響を及ぼすまでになってしまう（ ① ）や，コンピュータが苦手なのに使わないといけない状況でストレスを感じる不安症，また，ディスプレイを見すぎたり，キーボードやマウスを使いすぎたりして，目や心身に影響を及ぼしてしまう（ ② ）などがある。
社会全体に目を向けると，情報機器が普及することで，その機器を使える環境や能力があるかどうかで，利用できる情報の量や内容に差が出てしまうという問題がある。これを（ ③ ）とよぶ。機器の使い勝手を改善したり，複数の経路を通して情報を伝えたりするなど，社会全体で取り組まなければならない課題である。
情報技術が発展していくと，産業構造にも影響が出る。たとえば音楽は，従来は（ ④ ）のかたちで販売されていたが，現在はインターネットでのダウンロード販売も広く行われている。その結果，（④）の売り上げは落ちてきている。この流れは，映画やテレビゲームも同様である。

３．以下のような工夫のことを何というか，下の語群から選び，記号で答えなさい。語群の語句は２回以上使ってよい。（２点×５）
（１）動いている洗濯機のふたを開けると，回転ドラムが止まる。
（２）シャンプーのボトルの側面には凹凸があり，リンスのボトルにはない。

（３）同じサーバを２台用意しておいて，故障が起きた際には自動的にもう一つのサーバに動作を切り替える。

（４）牛乳の紙パックの多くは，注ぎ口の反対側に切り欠きがついている。
（５）ディジタルカメラのバッテリーを逆向きに入れようとしても入らないようになっている。
	＜語群＞
ア：フールプルーフ　　イ：フォールトトレランス　　ウ：ユニバーサルデザイン


４．インターネットを利用した犯罪や迷惑行為について，以下の対応が正しい場合は○，正しくない場合は×を書きなさい。（１点×３）
（１）インターネットを利用していたら，突然「情報料３万円をいただきます。支払いがない場合は東京地裁に告訴します」と出てきたので，急いでお金を振り込んだ。
（２）銀行から，すぐにログインIDやパスワードを変更してほしいというメールが来たので，メールに書いてあるURLではなく，いつも使っている銀行のトップページからログインして内容を確認した。

（３）見知らぬメールアドレスから，セールの宣伝のメールが来たが，興味のない内容だったので，「メールの送信停止はこちら」というところをクリックして，自分のメールアドレスを通知した。
５．情報社会における法律について，次の文章を読み， 正しい説明の場合は○，正しくない場合は×を書きなさい。（１点×３）
（１）個人情報保護法では，5000件を超える個人情報を保有している事業者は，個人情報を取得する際，あらかじめ収集する目的を明らかにし，その目的以外で使用してはならないと定められている。
（２）不正アクセス禁止法では，他人のIDやパスワードを勝手に使って，コンピュータにアクセス・ログインすることを禁じている。

（３）特定商取引法は，販売店舗とオンラインショップの両方をもつ事業者を対象とした法律である。
６．知的財産権について，以下の図を見て，次の各問いに答えなさい。












（１）①，②に入る語句を答えなさい。（３点×２）
（２）①，②にあたる，具体的な権利をそれぞれ一つ答えなさい。（４点×２）
（３）著作権と①を分ける制度上の大きな違いは何か，説明しなさい。（６点）
（４）②の権利が消滅するのはどの時点か，答えなさい。（６点）
（５）著作権（財産権）についても，保護される期間が決められている。2015年9月現在，日本において，どのくらいの期間と定められているか，以下の文章の空欄ア，イに，適切な数字を入れなさい。（２点×２）
著作権（財産権）が保護されるのは，著作者が個人で実名を公表している場合は，その著作者の死後（ ア ）年。著作者がわからなかったり，団体であったりする場合は，著作物の公表後（ア）年。ただし，映画については公開後（ イ ）年。

７．著作物の利用について，次の各問いに答えなさい。

（１）著作物の利用を促進する取り組みについて，以下の説明が示している語句を答えなさい。（３点×３）
①ソフトウェアのもととなるソースコードを公開し，誰でも自由に改良や再配布を行えるようにすることで，よりすばらしいソフトウェアを生み出そうという取り組み。

②著作権者が著作物を登録し，使用条件を決めることで，一定の条件下であれば自由に使ってよいという意思を表現できるプロジェクト。
③文化庁が制定した，著作者が他人に著作物を利用してもらってもよいという意思を示すマーク。

（２）著作物の利用について，例外的に著作権者の許諾を得ずに利用できる場合がある。以下の例がそれに該当する場合は○，しない場合は×で答えなさい。（１点×３）
①友だちに，ある映画のDVDをもっていると話したところ，ぜひ見たいといわれたので，DVDをコピーして，それをあげた。

②大学入試に，小説の一部を載せ，問題として出題した。
③レポートを書いている際，自分の主張とよく似た本を見つけたので，レポートに引用し，自分の意見の補強とした。
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